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身近な省エネの大切さ

苫小牧工業高等専門学校

伊 藤 麗 良

1. はじめに

「省エネ」というのは今や知らない人がいないくらいよ
く聞く単語である。先の新潟県中越沖地震の影響で原発が
停止し，夏の暑い日には関東で電力が足りなくなるかもし

れないと言われていたのは記憶に新しい。関東では，大停
電を起こさないために，企業も個人も相当節電を心がけた
ことだろう。しかし，普段から生活の中で実際に省エネル
ギーを実践している人はそう多くないのではないか。

そこで，省エネルギーの必要性，実践方法などについて
もう一度考えてみることにした。

2. 省エネルギーは何故必要か

化石燃料の残量が少なくなっているというのは，よく耳
にする話だ。どれくらい切迫した状況なのだろうか。

資源があとどれくらい使えるかの目安として，可採年数 (1)

というものがある。これは現在確認されていて採掘可能な
埋蔵量を現在の年間の全生産量で割った値，つまりあと何

年採取できるかの指標だ。これによると石油が 40.6年，石
炭が 155年，天然ガスが 65.1年（BP統計 2006）となって
いる。石油・石炭・天然ガスは火力発電には欠かせない燃
料である。現在，私達が昼間に使用する電力の過半数が火

力発電であるから，これは非常に差し迫った問題である。
また，石油・石炭・天然ガスは，炭素，窒素，硫黄など
の成分を含んでいる。そのため，燃焼させる際に，二酸化
炭素や窒素酸化物（NOx），硫黄酸化物（SOx）などの大気

汚染物質が大気中に放出される。これは酸性雨や地球温暖
化などの深刻な環境問題の原因になっている (2)。
よって，なんとかして化石燃料の消費を抑える必要がある。
火力発電でなくても，原子力発電，水力発電，太陽光発

電，風力発電など発電方法は他にもある。しかし，原子力
発電には，放射性廃棄物が出ること，事故が起きたときに
周辺環境に多大な被害が出ることなどの問題点がある。そ
れに，ウランの可採年数もそう長くはない。水力発電，太

陽光発電，風力発電などの自然エネルギーを利用した発電
は，効率が低かったり気象条件に左右されたりするので，今
の段階では私達の暮らしに必要な電力を十分に賄えるほど
ではないし，コストがかかる。

そうなると，化石燃料に代わる新しいエネルギーの研究・
開発を進めなければならない。燃料電池発電もその一つで，

リン酸形，溶融炭酸塩形，固体酸化物形，固体高分子形な
どのタイプの燃料電池の開発が進められている。それに加
えて，今現在のエネルギー消費量を増やさない，あるいは
減らしていくことが大切になってくる。このために，省エ

ネルギーが重要なのである。

3. 身近な場所での省エネルギー

工場や会社など，多くのエネルギーを消費する施設での
省エネルギーも大事だが，家庭での省エネルギーも大事で
ある。なぜなら，日本全体のエネルギー消費の約 24%が，
電気，ガス，灯油，自家用車のためのガソリンなどの形で私

達の家庭で消費されている（資源エネルギー庁「総合エネ
ルギー統計」・2004 (3)）からだ。ひとつの家庭で減らせるエ
ネルギーは全体から見ればわずかなものだが，多くの人々
が省エネルギーを心がければ大きな成果が現れるはずだ。

では，省エネルギーとは具体的に何をすればよいのだろ
うか。
家庭で簡単にできる取り組みとしては，車を持っている

人なら，ガソリンをあまり使わないようにするために，自
家用車ではなくバスや電車などの公共交通機関を利用する
とか，近距離なら徒歩や自転車にするのもよいだろう。
また，家庭で消費される電力の 7割がエアコン，冷蔵庫，

照明器具，テレビに使われている（資源エネルギー庁平成
16年度電力需給の概要 (3)）ので，それを減らすことは重要
である。私は，冷暖房の設定温度を低すぎ，高すぎにしな
いこと，冷蔵庫を開け閉めする時間を短くすること，部屋

の電灯をこまめに消すこと，テレビは誰も見ていなかった
ら消すことなどを心がけることにした。
今は家電製品の省エネラベリング制度というのが JISで
規定されていて，国が定めた省エネ基準を達成しているか

していないかが図 1に示すように一目でわかるようになっ
ているので，家電製品を買い換えるときには省エネ性能の
高いものを選ぶことも大切である (4)。
私の通う苫小牧高専では，学生寮で，省エネルギーに対す

る意識高揚に向けた取り組みが行われている。電力量メー
タの設置だ。男子寮（約 330 名）に 7個，女子寮（約 60

名）に 3個の省エネナビ TS4（エネゲート製）が設置され
ており（図 2），電力量，電気代などがリアルタイムで表示

され，パソコンでもデータ管理が可能である。人は目の前
に数値が示されるとその数値を比べようとし，次第に減ら
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図 1 省エネラベルの例

図 2 省エネナビ TS4

そうとする意識も生まれてくる。さらに電力量の目標値が

設定できるので使いすぎに注意でき，より楽しくゲーム感
覚で省エネルギーに取り組むことができる。
また，家庭のコンセントに直接差し込む形式での簡易電力
センサー「エコワット」（図 3），「ワットチェッカー」（図 4）

というような製品も売り出されている。これらも省エネナ
ビと同様な効果が期待できる安価なセンサーである。実際
に使用しているパソコンについて「エコワット」を用いて測

定してみたところ，デスクトップパソコンで 106 [W]（本体
76 [W]，ディスプレイ 30 [W]），ノートパソコンで 16 [W]

であった。日頃デスクトップパソコンをつけっ放しでいる
ことが多いが，いかにエネルギーが無駄に消費されている

かということ，また，ノートパソコンが省エネルギーに大
いに効果があることなどを実感することができた。
こういったセンサーあるいはメータがもっと普及すれば，

図 3 エコワット

図 4 ワットチェッカー

省エネルギーの意識もさらに進むと思う。

4. おわりに

現在，省エネルギーの必要性はいろいろなところで言わ

れているが，それでもなかなか徹底しない。現状を変えて
いくためには，一人一人が省エネルギーの必要性を理解す
ることに加えて，無理せず長く続けられるような身近な取
り組みをしていくことが大切である。
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